
牧野

▲山田「毎年2000台くらいのエレベータに
　関わり続けています。」

▲ビル内高速エレベータの内部構造

山田

牧野

山田

エレベータは今や乗らない日のほうが珍しいくらい身近な乗りものです。明電舎の
エレベータ駆動システムは、戸建て住宅、マンションから高層ビルまで、様々なエ
レベータで使われています。上海環球金融中心ビルや六本木ヒルズでも、明電舎の
システムが使われています。様々なメーカーのエレベータに搭載されているので、
みなさんが乗ったエレベータの中にも、明電舎のシステムを使ったものがあったは
ずですよ。

明電舎の駆動システムが使われているエレベータは、世界で5万台以上。私は、毎
年2000台くらいのエレベータに関わり続けています。自分が携わったエレベータ
は、音とか乗り心地とかでわかる時もありますね。今日これからお話することは、
話しかけづらい上司とエレベータで鉢合わせした時の会話のネタになるかも。

乗り心地ですね。実は、人間ってとても敏感なんです。エレベータが
動き出す時、ブレーキを外すと一瞬エレベータの「カゴ」が、少しだ
け上下します。それが0.3ｍｍ、およそコピー用紙3枚分上下した
だけで、人は乗り心地が悪いと感じます。そんな鋭敏な感覚をもった
人を乗せるエレベータにとって、乗り心地はすごく重要な品質です。

40年位前のエレベータは今よりすごく乗り心地が悪かった。ブレー
キを外して動き出し、一気に加速、急ブレーキをかけて停止。人間は、
縦の動きと加速度の変化に、特に敏感です。だから、ガクンと動きだ
しギューンと加速し、ガンと止まる昔のエレベータは決して乗り心地
が良くなかった。でも、モータとインバータに工夫を凝らした明電舎
のエレベータ駆動システムなら、エレベータをスムーズに動かすこと
ができて、乗り心地はとっても快適です。





牧野

▲新しいエレベータでみんなの暮らしを広げ
　ていきたい。

山田

僕は趣味と仕事を兼ねて、いろんなエレベータに乗りに行きます。最近も、中国の
高層ビルにいきました。高速エレベータは、耳がキーンとなるくらいスピードが速
いものもあります。その意味でスピードの競争は、もう終わりにきていると思います。
これからのエレベータに求められるのはスピードよりも、メンテナンスしやすい構
造や機器の小型・軽量化といった要素です。安全性と乗り心地を維持しながら、使
いやすい製品を創る努力を続けていきます。

エレベータって今は上下にしか動かないものですが、そのうち横とか全方位自由自
在に移動できるものを作れればいいなぁと思います。実はエレベータ技術が進歩し
たからこそ、高層ビルが建てられるようになった側面もあるんです。だから、新し
いエレベータを開発することは、建物や街、私たちの暮らしを広げていくことでも
あるんです。私にとってエレベータはそんな夢の乗りものでもあるのです。

▲明電舎のシステムは世界の高層ビルでも使われている。
　写真は「上海環球金融中心」（101階・高さ492m）

牧野

山田

僕は今中国にいますが、エレベータ需要は高いですね。経済が急成長
していますから、あちこちで高層ビルの建設が進められています。今
や間違いなく中国は世界最大のエレベータ市場です。これからは、都
市部から内陸部へと、その需要はますます広がっていくと思います。
高層ビルはもちろん、中層・低層・個人宅用まで、明電舎は幅広い駆
動システムをつくっているので、中国市場には積極的にアプローチし
ているところです。

中国だけでなく、世界中に明電舎の技術を広げようとしています。こ
の前トルコに行ったのですが、新しいビルなのに日本の40年前の
エレベータに乗っている感じでした。まだ世界の多くの国では、経済
発展でエレベータの台数はすごく増えているのに、技術レベルは追い
ついていない。これからはそういった国にも、明電舎の技術を役立て
て、世界中の人に乗り心地が良くて安全なエレベータに乗ってほしい
と思います。
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